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自由墓地募集
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体
ク
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ー
ン
ア
ッ
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ン
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北
秋
田
地
域
不
法
投
棄
一
掃
協
議
会 

◇
国
体
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施
◇  

　
国
体
に
向
け
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
保
全

の
た
め
に
、
北
秋
田
地
域
不
法
投
棄
一
掃

協
議
会
で
は
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
国
体
期
間
中
は
北
秋
田
市
の
美
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
出
来
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

　
期
間
中
に
北
秋
田
市
に
訪
れ
る
一
人
で

も
多
く
の
方
が
、
北
秋
田
市
の
美
し
い
自

然
や
き
れ
い
な
街
に
感
動
し
て
頂
け
る
よ
う
、

地
域
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

■
日
　
時
　
８
月
30
日（
木
）午
前
中 

■
場
　
所
　
道
路
沿
い
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
・

家
電
　
機
器
・
タ
イ
ヤ
の
投
棄
が
目
に
つ

く
、
阿
仁
前
田
地
区
・
七
日
市
地
区
内
小

猿
部
川
河
川
敷
・
阿
仁
伏
影
地
区 

※
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
回
収
す
る
費

用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
税
金
で
す
。 

◇
不
用
に
な
っ
た
車
の
処
理
◇ 

　
市
内
の
農
地
に
は
不
用
に
な
っ
た
自
動

車
・
農
機
具
な
ど
を
た
ん
ぼ
や
畑
に
お
い

て
、
農
具
等
の
置
場
所
に
利
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
年
数
が

経
つ
に
つ
れ
、
そ
の
役
目
を
果
た
さ
な
く

な
り
、
景
観
上
も
好
ま
し
く
な
い
古
い
車

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
不
用
に
な
っ

た
車
等
の
処
理
に
お
困
り
の
方
は
、
無
料

で
回
収
す
る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

条
件
①
　
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
場
所

に
不
用
な
車
が
あ
る
こ
と
。 

条
件
②
　
自
分
の
車
で
あ
る
こ
と 

（
所
有
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
） 
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鷹
巣
石
ノ
巻
岱
墓
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次
の
通
り
「
自
由
区
画
」
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
市
生
活
環
境
課
　
� 
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永
代
使
用
料
　
12
万
５
千
円 

　
　
　
　
　
　
（
返
還
し
て
も
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
） 

管
理
手
数
料
　
１
０
５
０
円（
毎
年
） 

条
　
　
　
件
　
現
在
市
営
墓
地
に
区
画
を
お
持
ち
　

　
　
　
　
　
　
で
な
い
方 

場
　
　
　
所
　
市
脇
神
字
石
ノ
巻
岱
６-

６
７
３ 

申

込

期

限

　
８
月
31
日（
金
） 

※
募
集
区
画（
４
区
画
）以
上
の
申
込
が
あ
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練 

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練 

　
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
と
防
災
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
大
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。 

　
訓
練
の
内
容
は
、
森
吉
地
区
米 

内
沢
駅
前
及
び
米
内
沢
小
学
校
周 

辺
に
お
い
て
地
震
を
想
定
し
た
避 

難
訓
練
・
消
火
活
動
訓
練
・
救
助 

工
作
車
に
よ
る
救
助
訓
練
・
防
災 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練 

と
展
示
を
行
な
い
ま
す
。 

　
交
通
規
制
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

９
月
２
日（
日
） 

時
間
／
12
時
30
分
か
ら 

場
所
／
米
内
沢
駅
前
・
米
内
沢
小
学
校
周
辺 

▲ 

▲物置に使用されている車 

交通規制箇所 

当日は片側通行予定です 当日は片側通行予定です 

米内沢駅 米内沢駅 

MANABI NO HIROBA

阿
仁
マ
タ
ギ
伝
統
の 

﹁
山
達
の
儀
式
﹂
で
出
発

　
採
火
式
は
、
炬
火
リ
レ
ー
に
先
立
ち
午
前

８
時
30
分
か
ら
道
の
駅
あ
に
に
特
設
さ
れ
た

「
マ
タ
ギ
神
社
」
の
前
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
式
典
で
は
は
じ
め
に
、
マ
タ
ギ
姿
の
担
当

者
が
マ
イ
ギ
リ
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て

火
を
起
こ
し
、
そ
の
火
を
か
が
り
火
に
点
火

し
ま
す
。 

　
こ
の
後
「
山
達
式
」
と
い
う
マ
タ
ギ
が
狩

り
に
出
る
前
の
安
全
祈
願
の
た
め
の
儀
式
を

執
り
行
い
、
市
長
が
炬
火
に
「
阿
仁
マ
タ
ギ

の
火
」
と
命
名
、
か
が
り
火
か
ら
ト
ー
チ
に

点
火
し
、
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　「
マ
タ
ギ
神
社
」
は
阿
仁
の
マ
タ
ギ
が
か

つ
て
猟
を
し
た
と
き
の
マ
タ
ギ
小
屋
に
あ
や

か
っ
た
も
の
。
そ
の
昔
、
マ
タ
ギ
た
ち
が
山

奥
深
く
獲
物
を
求
め
て
狩
を
す
る
と
き
こ
の

小
屋
を
建
て
、
そ
こ
に
山
の
神
を
祀
り
、
小

屋
を
拠
点
と
し
て
何
日
も
猟
を
し
た
の
で
す
。 

　
道
の
駅
あ
に
に
は
、
代
々
マ
タ
ギ
の
間
で

伝
え
ら
れ
て
き
た
「
山
達
の
儀
式
」
を
紹
介

す
る
採
火
式
の
看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ
め
各
競
技
ご
と
に
会
場
の
設
営
や
選
手
役

員
の
受
け
入
れ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
た
ち
を
歓
迎
す
る
た
め
の
準
備
も
各

地
区
で
進
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど
が
汗

を
流
し
て
育
て
、
設
営
し
た
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
が
各
競
技
の
会
場

周
辺
や
道
路
沿
い
を
美
し
く
飾
っ
て
い
ま
す
。 

　
有
志
に
よ
る
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、「
四
樹
の
会
」(

村
岡
典
子
代
表

＝
綴
子
字
胡
桃
館
）で
は
参
加
す
る
選
手
・
役
員
へ
の
お
土
産
と
し
て
「
秋

田
・
杉
小
町
」
と
名
付
け
た
秋
田
杉
の
割
り
箸
セ
ッ
ト
を
製
作
し
て
い

ま
す
。
目
標
は
全
参
加
者
分
の
１
６
０
０
セ
ッ
ト
。
製
作
に
あ
た
っ
て

い
る
の
は
３
人
の
会
員
を
中
心
と
し
た
有
志
。
人
数
が
少
な
い
た
め
、

ほ
ぼ
毎
日
こ
つ
こ
つ
と
作
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
で
は
鷹
ノ
巣
駅
の

ホ
ー
ム
を
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
飾
り
ま
し
た 

▲

　
鷹
巣
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
が

お
土
産
用
に
試
作
し
た
杉
の
葉
と
包

装
紙
か
ら
作
ら
れ
た
「
し
お
り
」 

▲

　
四
樹
の
会
製
作
の
割
り
箸
セ
ッ
ト

包
装
紙
の
裏
側
に
は
、
北
秋
田
市
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
民
話
を
記
載 

▲ 

歓
迎
の
た
め
の
取
り
組
み
も
着
々
と

平成１９年９月１９日（水） 

道の駅あに 

　
採
火
式
の
告
知
看
板（
部
分
）。
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
マ
タ
ギ
と
、
マ
タ
ギ
の
掟
と
も

い
え
る
山
達
の
儀
式
を
紹
介 

▲ 

　　「道の駅あに」に特設されたマタギ神社

と採火用の道具「マイギリ式火起こし器」 

▼
 ▼ 

や
ま
だ
ぢ 

や
ま
だ
ぢ 


